
　　　　　　 令 和 ２ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

※　９月７日

一括
一問
一答

１．本市の環境問題に対する取り組みは

(1) 様々な環境問題への対応は

・木場潟の水質の問題にどのような取り組みをしているの

か

・地球温暖化対策は

・環境汚染対策は

・災害廃棄物対策は

２．人口減少が進む中，減らさないための対策は

(1) 減っていくのは現実，しかし最小限に抑えるには

・出生率をいかに高めるか

・住みよい住みたいまちづくりにどう取り組むか

・移住者をどう増やすか

・企業誘致

３．市民サービス小さなことから職員のアイデアに期待

・若手職員の気づきを大切にし，市役所全体の業務改善を

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

川崎　順次〇1

（９月７日　１番～８番　・　９月８日　９番～14番）



※　９月７日

一括
一問
一答

１．インフルエンザ流行期を前に新型コロナウイルス感染症検

査体制について

(1) 民間医療機関での検査体制の充実について

・保険適用によるコロナ検査が開業医判断で実施可能にな

ることに伴う，市の支援策は

・市内民間医療機関の参加数は把握されているか

(2) 小松市民病院のＰＣＲ検査機器導入について

・どんな人が受診出来るのか

・小松市民病院のＰＣＲ検査数は一日当たりどれくらい可

能になったのか

(3) 感染者の増加抑止対策について

・感染経路不明者数の把握と対応について

・無症状感染者から感染を広げないために，どんな対応が

必要か

２．消費喚起・地域経済活性化策について

(1) 暮らしと雇用を守り，公衆衛生を高める事業の継続につい

て

・「Ｇｏ　Ａｒｏｕｎｄ　こまつ」，「入場定員ハーフ作

戦協力金」，「経営モデルチェンジ支援」の事業は市民

からも好評で，景気後退の中，今後も登録店舗や観光ス

ポットを巡るツアーも予定されているが再度の設定や事

業の継続は出来ないか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

橋本　米子〇2



※　９月７日

一括
一問
一答

１．コロナウイルス感染拡大への対応

(1) 小松市の財政への影響

･ 市税の減少見込みは

･ 減少分についてどのような対策をとるのか

(2) 医療機関の現況及び支援

･ 市民病院の直近の経営状況は

･ 市民病院や南加賀急病センターへの財政支援は

(3) コロナウイルス感染者に対して

･ 誹謗中傷を防ぐための対応は

(4) 市職員の新しい働き方

･ リモートワークの推進は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

竹田　良平○3



※　９月７日

一括
一問
一答

１．里山エリア活性化と拠点整備について

･ 里山地域観光資源の連携とマイクロツーリズムについて

･ 松東みどり学園統廃合による旧小学校跡地活用と地域活

性化について

２．グッドマナー推進に向けての高齢ドライバー安全運転支援

拡充

(1) ドライブレコーダー設置助成の支援について

･ 小松市交通安全協会連合会の活動について

･ 申請方法，期間について

･ 支援対象者について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

東　浩一○4



※　９月７日

一括
一問
一答

１．新型コロナウイルス感染症対策について

(1) 小中学生のＧＩＧＡスクールの計画の進み具合について

・市ではどのような計画があり，どのように実施するのか

２．新幹線開通に向けて

(1) 新幹線開通は千載一遇のグレードアップのチャンス

・市民の文化やスポーツを支える施設(図書館，美術館，

公会堂，末広体育館，陸上競技場等)は古いものがある。

文化のまち小松，日本一のまち小松を目指すなら，これ

らの施設に積極的に投資して市民満足度を上げるべき

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

吉田　寛治○5



※　９月７日

一括
一問
一答

１．ウィズコロナの経済対策

(1) 感染防止対策と社会経済活動の両立について

･ 「入場定員ハーフ作戦」について

･ 経営上，入場制限できない店舗のサポートについて

･ 「健康なこころとからだ・健全な地域社会を育む条例」

の活用について

(2) マイクロツーリズムの推進について

･ 市民向けの「ふるさと再発見事業」について

･ 県民版「Ｇｏ　Ａｒｏｕｎｄ　こまつ」について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

南藤　陽一○6



※　９月７日

一括
一問
一答

１．新型コロナ「第２波」の教訓を受け「第３波」への備えを

(1) 小松市内における感染者受け入れ施設の確保を

・ＰＣＲ検査の拡充により今後予想される，軽症・無症状

の感染者の増加に備え，市内公共施設や民間宿泊施設等

の受け入れ施設確保を

・今後,分類を引き下げた場合でも施設の受け入れは必要。

公費による負担を

(2) 「ＬＩＮＥで防災」情報の更なる活用を

・現在の登録者数は。増加のための十分な周知を

・市民が共有すべき情報を迅速かつ正確に発信していくべ

き

（感染者情報は必要なのか）

（家庭内感染を防ぐマニュアルを繰り返し発信し啓発を)

（市長の「人道的配慮」を求めるメッセージ発信を）

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

吉本　慎太郎○7



※　９月７日

一括
一問
一答

１．地方独立行政法人（公立小松大学）の業務実績に関する評

価結果について

(1) 評価委員会の評価

・この評価に対する市長の所感や期待するもの

２．新型コロナウイルスのＰＣＲ検査について

(1) ＰＣＲ検査機器の活用と対象者

・適切な検査体制と対象者の拡大は

・インフルとコロナの同時流行の備え

・ＰＣＲ検査や抗原検査を受ける費用の助成について

(2) 新型コロナウイルス感染広がりへの不安

・誹謗中傷について（差別や偏見，社会の分断）

・誹謗中傷に対する訴訟への支援について

３．コロナ対策医療・介護等従事者への支援について

(1) 訪問看護や医療・介護従事者への慰労金について

・国・県と連携し，対象機関や従業員に周知を

(2) 市独自支援策について

・ＰＣＲ検査を行う医療機関に個人用防具の支援

・訪問看護状況と訪問看護師によるヘルパーへの感染予防

支援

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

片山　瞬次郎〇8



一括
一問
一答

４．コロナ禍における予防接種等及びがん検診の状況について

(1) コロナ禍における予防接種状況と新規予防事業について

・Ａ類，Ｂ類定期予防接種や任意予防接種の状況と所感

・令和２年度新規事業，ロタウイルスワクチンや女性の骨

粗しょう症等の予防事業

(2) コロナ禍におけるがん検診の状況

・がん検診状況について

・がん検診状況とがん早期発見・治療に対する当局の所感

は

発　言　通　告　要　旨

片山　瞬次郎8 〇

順
　
番

質問区分

質問者氏名



※　９月８日

一括
一問
一答

１．新型コロナウイルス感染拡大防止対策

(1) 新型コロナウイルス接触アプリ（ＣＯＣＯＡ）について

・市民への周知について

・特典付きインストールなど普及に向けた取り組みは

２．自動運転バスの導入事業について

(1) 内閣府未来技術社会実装事業選定について

・国の支援内容について

・９月の実証実験について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

岡山　晃宏○9



※　９月８日

一括
一問
一答

１．新型コロナウイルス感染症対策について

・公共施設の予約について

・成人用肺炎球菌ワクチン予防接種について

２．農地の取得について

･ 遊休農地の発生防止について

３．慰霊の場について

・戦後75年を迎えて，地域の慰霊碑の在り方について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

木下　裕介○10



※　９月８日

一括
一問
一答

１．本市の財政状況とコロナ対策について

(1) 本市の新型コロナウイルス感染症対策について

・対策予算額の内訳について

・本市独自の対策について

・終了した対策はあるのか

・プレミアム付チケットの販売数について

・音響機器利用自粛支援について

(2) 一般会計決算状況について

・決算額の詳細について

・財政調整基金について

(3) 市債残高の推移について

・対前年度改善額について

・対平成２１年度累計改善額について

(4) 今後のコロナ対策について

・独自で検討中の追加支援について

・県に依頼し初動体制を迅速にすべきだ

・危機管理体制の強化と事前の予算措置を

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

吉村　範明○11



※　９月８日

一括
一問
一答

１．小松市都市デザインについて

・都市デザインの位置づけ

・改訂の背景

・改訂のポイント（人口目標，サブ目標，５つの視点と10

の都市像）

・大きな環境変化が起きた際の改訂

・(仮称)20年ビジョン

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

12 〇 円地　仁志



※　９月８日

一括
一問
一答

１．健康なこころとからだ・健全な地域社会を育む条例につい

て

・条例制定の動機について

・条例制定の目的について

・定義に市民が入っていない

・条例の基本理念について

・基本理念に「障がいのあるなしに拘わらない共生社会」

といった趣旨を盛り込んではどうか

・条例制定に伴って「けんこう推進委員」の役割をどのよ

うになると考えているか

２．小松市いのちを守る防災・減災推進条例について

・条例制定の動機について

・条例制定の目的について

・定義の事業者に個人事業者が入っていない

・条例の基本理念について

・条例と地域防災計画との位置づけについて

・自主防災組織のランク付けについてどう思うか

・条例における市の責務について

・条例において自主防災組織及び事業者へ何を求めるの

か。今のままでいいのか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

宮西　健吉〇13



※　９月８日

一括
一問
一答

１．粟津駅の無人化について

・粟津駅の現状，いつ頃知り得たか

・安全性確保についていかなる体制をとるのか

・ＩＲいしかわ鉄道と小松市との関係について（整備フレ

ーム）

・駅西広場，東西間交通の確保，駐車場の整備について

・駅周辺の潜在力について（企業動向，人口動態）

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

表　靖二〇14


